
可
観
小
殻
巻
什
八

の
泊
り
に
一
止
敷
御
訓
被
成
候
て
は
、
御
姉
陀
は
鍛
程
相
陣
可
申
と
相
相

続
陀
車
中
存
候
。
成
程
左
般
に
も
候
件
北
ハ
、
叉
御
慰
に
も
龍
成
候
由
被

仰
候
。八

月
二
十
三
日

溢

~.J\ 

五

O 

百
姓
一
人
民
婆
五
勺
宛
を
被
充
行
候
。
n

北
を
以
普
政
と
巾
伏
広
候

曲
。

子g
七宝
月1.~ 
二誠元
十主法
七円皇
EI ~，却
法僻
虫世
仰並
製佐
和路
歌卿
。 明

世悼
八の
月 ~II
六歌
日
崩
御

例
へ
只
惜
ま
る
L

ふ
と
も
世
の
中
の
映
り
あ
る
身
を
如
何
や
は
せ
ん

武
者
小
路
前
大
納
言
質
降

恐
れ
あ
る
君
が
齢
は
ち
ょ
や
千
代
限
り
あ
り
と
は
榊
も
し
ら
ま
し

右
御
都
世
並
慨
は
幽
卿
迫
悼
の
和
歌
の
曲
、
世
間
流
布
候
に
判
、
八
月

二
十
六
日
制
山
へ
相
等
候
へ
ば
、
御
御
世
の
御
歌
は
不
被
遊
侠
由
。

間御
三え病

柊喜市生
活五之日 r;u-
tf!内吉春

4旬以
敵来

方富
町吟
内=
有吾
之常
由被
淵遊
ilJ候
馴。

諸説閣

の卦

泊 11)

+"" Iス1
u_ 御

記控
之い
.~と
。ー相

仙
此
"
欧
附
加
レ

hn酬
明
知
能
必
酷
山
的
事
。

木
の
葉
よ
り
も
ろ

t
も
や
が
て
誘
ム
ベ
き
老
は
我
身
の
末
の
秋
風

此
御
製
一
衆
院
百
核
御
奔
吟
候
て
、
進
は
我
身
と
被
遊
候
事
の
御
心

陀
か
o
A

り
候
故
、
御
直
し
被
遊
候
械
に
と
被
仰
上
候
へ
ば
、

一
首
前
崎

市
古
の
所
陀
て
一
段
と
出
来
の
由
被
仰
候
由
。
三
百
首
の
川
町
陀
仰
刷削
除

の
御
歌
不
被
遊
候
由
は
、
左
府
綴
仰
意
の
自
制
剛
山
被
巾
聞
候
。
前
に

犯
候
た
と
へ
た
ピ
の
御
歌
は
、
三
百
首
の
内
よ
り
抜
殊
侠
か
、
叉
は

一
、
米
償
恭
勝
の
と
と

八
月
二
十
八
日
制
井
左
次
右
衛
門
敗
を
以
、
去
三
千
御
併
用
金
、
半

分
七
市
内
五
千
雨
御
返
し
被
援
候
。
牛
分
は
松
本
可
有
御
返
候
由
。
的

之
松
平
左
近
将
批
阪
へ
御
勤
被
逃
候
。
約
叉
西
図
・中
国
・南
海
道
艶

災
等
陀
て
不
法
、
八
月
の
内
よ
り
米
似
中
間
遅
石
七
十
五
匁
、
商
閣

議
九
十
五
必
仕
候
。
来
春
大
坂
御
廻
米
、
成
次
第
多
〈
有
之
様
に
と

の
御
沙
汰
申
本
候
。

一
、
議
虫
は
と
が
ら

大
村
河
内
守
殿
領
分
肥
前
聞
大
村
傾
へ
は
、
は
と
が
ら
と
申
議
出
入

を
刺
候
事
、
鈴
よ
り
も
甚
敷
候
。
一
時
に
百
千
鮮
を
成
て
人
を
刺
候

故
、
死
に
至
候
も
の
許
多
陀
付
、
日
中
は
門
戸
を
鎖
し
従
来
を
止
、

夜
中
人
A

用
を
も
勤
候
回
目
に
候
。
形
献
は
飾
陀
似
て
甚
大
陀
候
由
巾

来
る
。
都
て
議
災
の
図
々
、
牛
馬
何
千
疋
と
巾
位
鍔
れ
巾
候
。
是
は

描
の
付
候
草
を
給
候
放
に
候
由
。
伊
時
出
絵
山
城
下
陀
は
婆
を
才
覚
仕
、

俗
作
陀
も
候
哉
と
有
候
。

一
、
蛤
災
民
付
大
同
付
中
よ
り
被
仰
波
の
趣

間
関
遜
魁
災
の
俄
に
付
、
江
戸
表
大
目
付
中
を
以
被
仰
波
の
趣
、
左

の
泊
に
候
。

問
凶
・四
閣
・中
岡
筋
共
外
、
作
モ
説
付
加
山
亡
の
由
相
附
候
。
夫
に
付

剛山
凶
よ
り
の
商
品
ホ
、
例
よ
り
多
〈
柏
町
廻
し
候
舎
に
相
縄
候
。
挑
底
の

桜
子
次
第
、

御
料
所
の
米
も
遊
山
相
釧
候
俄
も
可
有
之
候
。
此
段
大

坂
土
岐
外
後
守
よ
り
相
謹
品
も
可
有
之
候
。

一
、
四
閣
・四
閣
・中
関
紡
作
物
に
説
付、

米
挑
底
の
由
陀
候
。
依
之

北
関
・向
調
m
・陸
奥
・駿
河
・法
江
・4
9

河
・足
張
・美
浪
・伊
勢
漣
領
知
有

之
商
々
、
上
方
へ
米
廻
し
候
依
、
只
今
迄
も
可
相
廻
候
mw
共、

瀬
今

年
は
可
成
程
は
多
く
大
坂
へ
成
共
、
右
の
所
へ
成
共
、
勝
手
次
第
可

相
担
候
。/¥ 

月

大

問

イサ

-
、
駿
由
民
前
雑
話
附
硝
酬
の
儀
小
寺
溢
路
来
秋

仮
名
物
の
儀
、
前
替
に
も
大
地
兄
へ
巾
逝
候
泊
り
、
扱
々
而
向
き
も

の
に
御
磁
候
。

m智
雨
集
仰
拝
借
拝
問
削
仕
供
。
租

h
k

の
酬
な
ど
御
伎

飽
被
成
候
。
共
内
孫
子
箪
形
兵
制却の
都
な
ど
被
論
候
俄
、
兎
角
右
雨

可
観
小
説
容

H
八

務
を
あ
の
械
に
自
門
得
仕
も
の
は
、
飴
打
有
之
間
放
と
車中
存
候
。
扱
々

問
自
革
、
只
今
叩
寸
法
懸
御
目
巾
度
行
候
。
今
少
し
紙
撤
も
少
〈
候
は

ど
、
私
伯
宕
の
内
何
と
ぞ
お
し
候
て
先
づ
懸
御
目
巾
度
候
待
共
、
と

か
く
何
と
も
成
不
巾
候
。
共
上
被
入
上
党
候
も
の
故
、
私
変
許
陀
罷

在
候
て
、
御
平
稿
拝
借
仕
候
と
は
迷
候
都
の
械
陀
も
府中
存
候
て
、
出
苫

共
墜
を
止
申
候
。
制
一
判
明
に
て
も
中
h
k

私
精
力
及
不
巾
候
。

八
月
二
十
七
日

迩

路

一
、
徳
川
吉
宗
の
詠
歌

常
夏
小
五
郎
扱
の
御
殿
へ
御
成
被
遊
、
御
庭
の
泉
水
勾
昭
覧
有
之
、

上
級
御
歌
二
首
被
遊
候
。

心
を
ば
使
品
事
な
く
休
め
な
き
身
を
ば
暇
な
〈
っ
か
ふ
べ
き
な
り

刷
ど
き
茶
湯
の
友
は
多
け
れ

E
身
を
ひ
き
立
つ
る
中
立
は
す
〈
な
し

一
、
強
答
陀
就
て
ぬ
池
山
廿
七
郎
瞥
而

川
H
M

秋
西
園
紛
魁
災
等
陀
て
操
作
捌
亡
の
償
、
大
坂
住
人
拙
向
他
喜
七
郎

紙
商
の
趣
如
左
。

一
、
撤
津
の
内
尼
崎
侃
三
四
分
別
似
亡、

右
の
外
少
々
治
入
候
。

岡

高

百絵
平
迷
江
守

一-
復
ハ
千
百

永

井

飛

廊

守

高
槻
領
水
損
九
千
三
百
石
。

玉




